
この印刷物は、植物性油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。

編
集

・
発

行
/社

会
福

祉
法

人
 宮

城
県

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
980−0011　

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1-2-3　
TEL 022−225−8476（

代
）　

FAX 022−268−5139
印

刷
/株

式
会

社
ソ

ノ
ベ

　
奇

数
月

15日
発

行
　

U
RL  http://w

w
w

.m
iyagi-sfk.net/

vol.602

福
祉
み
や
ぎ

３
月

15
日
発　 行

平 成
31 年

「福祉みやぎ」は宮城県社協のホームページでもご覧になれます。
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県社協掲示板

東京2020オリンピック競技大会の都市ボランティア募集について

　2020年７月、東京2020オリンピック競技大会のサッカー競技が宮城スタジアムで開催されます。
　宮城県では、サッカー競技観戦のため国内外から訪れる方々に交通案内や観光案内などを行なっていただく「都市ボラン
ティア」を募集します。
募集期間　　2019年４月８日（月）～５月31日（金）
募集人数　　1300人程度
活動場所　　仙台空港、仙台駅、競技会場最寄駅、ボランティア本部等

なお、応募条件や応募方法などの詳細は問合せいただくか、特設サイトをご覧下さい。

問合せ先：宮城県震災復興企画部オリンピック・パラリンピック大会推進課
　　　　　電話番号　022-765-0080（平日 午前９時～午後５時まで）
特設サイト：【ＵＲＬ】http://www.olypara2020miyagi.com/

温かい真心をありがとうございます

下記の方々から本会に寄附金・寄附物品をいただきました。温かい真心に感謝申し上げます。（平成31年2月7日現在）

＜寄附金＞
平成31年1月7日	 株式会社ブリッジさまより
	 社会福祉事業のために… ………………………… 25,000円
平成31年1月31日	 株式会社河北新報社さまより
	 社会福祉のために… ……………………………… 151,052円
	 交通海難労災遺児のために… …………………… 384,886円
平成31年2月7日	 株式会社ブリッジさまより
	 社会福祉事業のために… ………………………… 25,000円

＜寄附物品＞
平成30年4月16日	 株式会社ツルハホールディングスさまより
	 県社協で運営している施設のために… ………………………………………………………… 車椅子15台
平成30年9月25日	 北日本コンピューターサービス株式会社さまより
	 県社協で運営している施設のために… …………………………………………………………… 車椅子5台
平成31年1月15日	 アルプス電気労働委員会おおさき支部さまより
	 県社協で運営している施設のために… ………エクササイズボール（中）12個、（小）11個、フリスラ1個

　平成31年1月末、障害者就業・生活支援センター「Link」と共同生活支援事業所
さくら（地域支援センターほほえみ）が下記の住所へ移転しました。電話番号、Ｆ
ＡＸ番号は今までと変わりありません。
　新しい事業所にて心機一転、ますます力を入れて事業に取り組んで参りますの
で、よろしくお願いいたします。
≪新しい住所はこちら≫
〒989-6117　大崎市古川旭４丁目３－７
電話番号　0229-21-0266　FAX番号　0229-21-0272

障害者就業・生活支援センター「Link」・共同生活支援事業所さくらが移転しました！

▲1月23日（株）河北新報社さまより目録をいただきました



両
事
業
の
実
施
を
努
力
義
務
と
し
、

自
立
相
談
支
援
事
業
と
の
一
体
的
実

施
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。子

ど
も
の
学
習
支
援
事
業
の
強
化

（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行
）

　
子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
社
会
保
障
審
議
会
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
及
び
生
活
保
護
部
会
の
報
告
書

に
お
い
て
、「
学
習
支
援
の
ほ
か
、
生

活
習
慣
・
環
境
の
向
上
等
の
取
組
も
事

業
内
容
と
し
て
明
確
化
す
べ
き
」
と
の

指
摘
や
、
主
と
し
て
高
校
中
退
の
子
ど

も
や
高
校
へ
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も
な

ど
の
高
校
生
世
代
へ
の
支
援
を
念
頭

に
、「
学
習
支
援
だ
け
で
な
く
自
立
に

向
け
た
相
談
支
援
が
必
要
」
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
点
も
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
学
習

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
名
称
を
「
子

ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
に
改

め
、
そ
の
事
業
の
内
容
と
し
て
従
来
の

学
習
支
援
に
加
え
、
①
子
ど
も
の
生
活

習
慣
・
育
成
環
境
の
改
善
に
関
す
る
助

言
、
②
子
ど
も
の
教
育
及
び
就
労
（
進

路
選
択
な
ど
）
に
関
す
る
相
談
に
対
す

る
情
報
提
供
、
助
言
、
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
と
い
っ
た
事
業
の
拡
充
・
強

化
を
行
い
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
の

あ
る
事
業
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

居
住
支
援
の
強
化

（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行
）

　
一
時
生
活
支
援
事
業
の
利
用
者
で
、

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
か
ら
退
所
し
た
方
の

中
に
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
に
移
行

し
よ
う
と
す
る
際
に
、
日
常
生
活
を
営

む
上
で
の
困
難
を
抱
え
た
り
、
居
住
が

不
安
定
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
時
生
活
支

援
事
業
の
利
用
者
で
な
く
て
も
、
生
活

困
窮
者
を
含
む
低
所
得
者
の
居
住
に
つ

い
て
は
、
低
家
賃
の
住
宅
が
少
な
く
、

民
間
ア
パ
ー
ト
に
お
い
て
入
居
拒
否
の

傾
向
が
あ
る
中
で
、
住
ま
い
を
確
保
す

る
ハ
ー
ド
面
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
ソ

フ
ト
面
と
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
の
支
援
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
現
行
の
一
時
生

活
支
援
事
業
を
拡
充
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー

な
ど
を
利
用
し
て
い
た
方
や
居
住
に
困

難
を
抱
え
る
方
で
地
域
社
会
か
ら
孤
立

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
一
定
期
間
、

訪
問
な
ど
に
よ
る
見
守
り
や
生
活
支
援

を
行
う
事
業
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
経

済
的
困
窮
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
孤
立

や
制
度
の
狭
間
で
困
難
を
抱
え
て
い
る

方
を
早
期
に
把
握
し
適
切
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
法

人
、
N
P
O
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
・
協
働

が
大
変
重
要
で
す
。県
と
し
ま
し
て
も
、

法
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
制
度
の
適

切
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、
平

成
27
年
４
月
の
施
行
か
ら
ま
も
な
く

４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
た
自
立
相
談

支
援
機
関
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
包
括
的
な
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
30
年
６
月
８
日
に
、
生
活
困

窮
者
な
ど
の
一
層
の
自
立
の
促
進
・

助
長
を
図
る
た
め
、「
生
活
困
窮
者
等

の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
主
な
改
正
の
概
要
を
御
説
明
し

ま
す
。

基
本
理
念
・
定
義
の
明
確
化

（
平
成
30
年
10
月
１
日
施
行
）

　

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
支
援
だ
け
で
完
結

す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
・
団
体
な
ど
と
の
連
携
・

協
力
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
支
援
に
携
わ
る
関
係
者

間
で
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
に
係

る
基
本
理
念
を
共
有
し
、
よ
り
一
層

の
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、
基

本
理
念
と
し
て
、
①
生
活
困
窮
者
の

尊
厳
の
保
持
、
②
就
労
の
状
況
、
心

身
の
状
況
、
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立

と
い
っ
た
生
活
困
窮
者
の
状
況
に
応

じ
た
包
括
的
・
早
期
的
な
支
援
、
③

地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
、
民
間
団

体
と
の
緊
密
な
連
携
等
支
援
体
制
の

整
備
、
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
活
困
窮
者
の
定
義
に
つ

い
て
は
、
経
済
的
困
窮
に
至
る
背
景

事
情
と
し
て
「
就
労
の
状
況
、
心
身

の
状
況
、
地
域
社
会
と
の
関
係
性
そ

の
他
の
事
情
」
を
明
示
し
、
支
援
に

携
わ
る
関
係
者
間
で
、
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
た
適
切
か
つ
効
果
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

自
立
相
談
支
援
事
業
等
の

利
用
勧
奨
の
努
力
義
務
の
創
設

（
平
成
30
年
10
月
１
日
施
行
）

　
生
活
困
窮
者
の
中
に
は
、
自
ら
自

立
相
談
支
援
機
関
の
窓
口
に
出
向
き
、

相
談
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
方
も
多

く
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
が
適
切
に
自
立
相
談
支

援
機
関
に
結
び
つ
く
よ
う
、
自
立
相

談
支
援
機
関
の
主
導
に
よ
る
把
握
だ

け
で
な
く
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
が

生
活
困
窮
の
端
緒
と
な
る
事
象
を
把

握
し
た
場
合
に
、
自
立
相
談
支
援
機

関
に
お
け
る
相
談
に
確
実
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
治
体

の
福
祉
、
就
労
、
教
育
、
税
務
、
住
宅

な
ど
の
関
係
部
局
に
お
い
て
生
活
困
窮

者
を
把
握
し
た
場
合

に
、
生
活
困
窮
者
本
人

に
対
し
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
の
利
用

勧
奨
を
行
う
努
力
義
務
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

包
括
的
な
支
援
体
制
の
強
化

（
平
成
30
年
10
月
１
日
施
行
）

　
生
活
困
窮
者
の
抱
え
る
課
題
は
複

雑
か
つ
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
就
労
、
家
計
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
自
立
に
向
け
た
包
括
的
な
支

援
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
任
意
事
業
で
あ
る
就
労
準
備
支
援

事
業
及
び
家
計
改
善
支
援
事
業
（
今

回
の
法
改
正
に
よ
り
「
家
計
相
談
支

援
事
業
」
か
ら
名
称
を
変
更
）
に
つ

い
て
は
、
自
立
相
談
支
援
機
関
に
お

け
る
相
談
の
「
出
口
」
の
ツ
ー
ル
と

し
て
、
い
ず
れ
の
自
治
体
に
お
い
て

も
求
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、

マ
ン
パ
ワ
ー
や
委
託
先
事
業
者
の
不

足
と
い
っ
た
自
治
体
に
お
け
る
実
情

も
踏
ま
え
、
改
正
法
に
お
い
て
は
、

宮
城
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

三事業の一体的実施

自立相談支援事業

就労準備支援事業
国費２／３

家計改善支援事業
国費１／２ 国費２／３

国費３／４相談員 就労支援員

主任相談員

○ 就労に関する一般的なアドバイス
○ ハローワークへの同行支援　　等

連続的・相互補完的

○ 家計に関する一般的なアドバイス
○ 各種給付の利用調整　　　　　等

直ちに就労が難しい人を対象に、
○コミュニケーション能力の習得、生活

習慣の改善等を就労体験などの様々
なメニューで実施

連続的・相互補完的

○家計表やキャッシュフロー表を用いた
月単位、　年単位の見直し

⇒自ら家計管理できる力を育てる

自治体が取り組みやすくなる事業実施上の工夫
○事業の専門性を維持しつつ複数自治体による広域的な事業実施
（巡回又は特定曜日のみの実施等）

自治体が取り組みやすくなる事業実施上の工夫
○「定員15人以上」要件の緩和　○就労体験の中での一括実施
○障害福祉サービスとのタイアップによる実施等
○被保護者就労準備支援事業との一体実施
○複数自治体による広域的な事業実施

（参考）対象者要件の見直し
・現行の年齢要件（65歳未
満）を撤廃
・資産収入要件について、対
象者を必要以上に限定し
ないよう見直し

利用促進や定着支
援に要する費用等
を基準額に加算

インセンティブインセンティブ

一体的に実施した
場合の補助率の引
き上げ

出典：厚生労働省

子どもの学習・生活支援事業

・高校進学のための学習希望
・勉強、高校卒業、就労等の意義を感じられない

出典：厚生労働省

学習面
・家庭に居場所がない
・生活習慣や社会性が身についていない

生活面

上記課題に対し、総合的に対応

・子どもとの関わりが少ない
・子育てに対する関心の薄さ

親の養育

学習支援（高校中退防止の取組を含む）

・学校・家庭以外の居場所づくり
・生活習慣の形成・改善支援
・小学生等の家庭に対する巡回
支援の強化等親への養育支援
を通じた家庭全体への支援　
等

・日々の学習習慣の習慣づけ、
授業等のフォローアップ
・高校進学支援
・高校中退防止（定期面談等に
よる細やかなフォロー等）　
等

生活習慣・育成環境の改善 教育及び就労（進路選択等）に関する支援

生活困窮世帯の子ども等を取り巻く主な課題

高校生世代等に対する以下の支援を強化
・進路を考えるきっかけづくり
に資する情報提供
・関係機関との連携による、多
様な進路の選択に向けた助言
等

特 集
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高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

世
代
間
の
交
流
が
う
ま
れ
る

　
プ
ラ
ザ
の
中
に
は
、
お
も
ち
ゃ
図
書

館
の
他
に
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
「
茶
楽
」

や
理
美
容
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
大
浴
場

な
ど
が
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
ザ
と
同
じ
敷
地
内
に
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
楽
生
園
や
葉
山
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
介
護
保
険
施
設
が
隣

接
し
て
お
り
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
隣
に
あ
る
喫
茶

レ
ス
ト
ラ
ン
「
茶
楽
」
に
は
仕
切
り
が

な
く
全
体
を
見
渡
せ
る
た
め
、
大
人
が

楽
し
く
食
事
を
す
る
す
ぐ
近
く
で
、
子

ど
も
た
ち
が
自
由
に
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
中
は
乳
児
を
連

れ
た
お
母
さ
ん
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち

を
遊
ば
せ
な
が
ら
会
話
に
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
学
校
帰
り
の
小

学
生
が
立
ち
寄
り
、積
み
木
や
輪
投
げ
、

プ
ラ
レ
ー
ル
、
人
形
、
絵
本
な
ど
た
く

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
、
思
い
思
い

の
時
間
を
満
喫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
今
通
っ
て
く
れ
て
い
る
小
学
生
た
ち

が
、
大
人
に
な
っ
た
時
に
子
ど
も
を
連

れ
て
き
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
笑
顔
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
以
外
に
も
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
が
面
会
に
来
た
家

族
と
食
事
を
し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
図
書

館
で
お
孫
さ
ん
や
曾
孫
さ
ん
と
遊
ん
だ

り
と
い
っ
た
光
景
も
多
く
あ
る
そ
う
で

す
。
施
設
入
所
者
や
地
域
住
民
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
、
年
齢

も
環
境
も
関
係
な
く
１
つ
の
空
間
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
介
護
施

設
で
の
生
活
を
、
自
然
な
環
境
で
子
ど

も
や
地
域
の
方
が
見
る
こ
と
で
、
施
設

を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

人
と
ふ
れ
あ
い
、
福
祉
と
ふ
れ
あ
う

　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
子
ど
も
が
ふ
ら

っ
と
遊
び
に
く
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

で
す
。
さ
ら
に
お
も
ち
ゃ
図
書
館
が
あ

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
や
ご
家
族
の
方

も
来
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
施
設
の
中
に
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
と
お
年

寄
り
の
世
代
間
交
流
が
、
お
も
ち
ゃ
や

絵
本
を
通
し
て
自
然
と
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
は
未
来
を
、
ま

た
こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
担
っ
て
い
く
存

在
で
す
。
小
さ
い
う
ち
か
ら
こ
う
い
っ

た
場
で
福
祉
に
触
れ
合
う
こ
と
が
、
福

祉
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
佐
々
木
館

長
は
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

　
葉
山
の
森
お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
た

く
さ
ん
の
方
を
受
入
れ
、
そ
の
役
割
を

担
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
是
非
一
度
、
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

葉
山
の
森
お
も
ち
ゃ
図
書
館
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

葉
山
の
森
お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
以
下　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
）
は
「
高
齢
者
と
子

ど
も
の
世
代
間
交
流
が
で
き
る
場
所
を

つ
く
り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
仙
台
楽

生
園
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
群
２
階
、
葉

山
地
域
交
流
プ
ラ
ザ（
以
下　
プ
ラ
ザ
）

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
誰
で
も
無
料
で

利
用
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と

し
て
広
く
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
に
は
、
30
種
類
を

こ
え
る
お
も
ち
ゃ
と
さ
ま
ざ
ま
な
絵
本

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
秘
密
基
地
気

分
を
味
わ
え
る
大
き
な
本
棚
の
上
に
は

線
路
が
あ
り
、
汽
車
を
走
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
は
定
期
的
に

修
繕
・
消
毒
し
、
随
時
新
し
い
も
の
を

追
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
貸
出
し
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
か
わ
り
に
い

つ
で
も
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ
で
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
春
に
な
る
と
敷
地
内
に
あ
る
桜
が
花

を
つ
け
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
大
き
な

窓
か
ら
は
目
線
の
高
さ
で
桜
の
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

お問い合わせ先
〒981-0917
仙台市青葉区葉山町８－１
葉山地域交流プラザ

（高齢者総合福祉施設
仙台楽生園ユニットケア施設群内）
電話番号　022-273-4920

おもちゃを通して世代間交流が生まれる場所

～葉山の森おもちゃ図書館～

「おもちゃ図書館」は無料で地域に開放され、誰でも気軽におもちゃで遊ぶことが
出来る場所です。年齢や障害の有無に関わらずたくさんの人と関わることで、一人
ひとりの違いを認め合う心のバリアフリーを育むきっかけとなり、地域で共に暮ら
すことを支える場所でもあります。
今回は、青葉区葉山町にある「葉山の森おもちゃ図書館」に伺い、佐々木薫館長
始めスタッフのみなさんにお話を伺ってきました！

H e a r t  &  W o r k sハートアンドワークス

▲そのおもちゃ楽しそうだね～！

▲本棚の中は秘密基地みたい！ ▲大きな本棚と汽車がみなさんを出迎えます
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障
が
い
者
（
児
）
の　
　
　

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は

障
が
い
者
（
児
）
の
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
は
、
ヘ
ル
パ
ー
が
一
対
一

で
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
希

望
や
状
況
に
合
っ
た
き
め
細
や
か

な
対
応
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
一
言
で
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
は
い

く
つ
か
の
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

本
人
に
直
接
的
な
介
助
を
行
な
う

「
身
体
介
護
」、
掃
除
・
洗
濯
・
調

理
な
ど
の
家
事
を
行
な
う
「
家
事

援
助
」、
病
院
な
ど
ま
で
付
き
添
う

「
通
院
等
介
助
」、
外
出
す
る
と
き

に
必
要
な
介
助
を
行
な
う
「
移
動

支
援
」、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
重
度

者
や
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
類
型

も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ル
ハ
ン
ズ
・
な
の
は
な
の

移
動
支
援
事
業

オ
ー
ル
ハ
ン
ズ
・
な
の
は
な

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
中
で

も
っ
と
も
多
い
の
は
「
移
動
支

援
」
で
す
。
移
動
支
援
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
、
自
治
体
に
よ
っ

て
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、

概
ね
“
社
会
生
活
上
必
要
不
可

欠
な
外
出
及
び
余
暇
活
動
や
、

社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
に
必

要
な
介
護
な
ど
の
支
援
を
行
な

う
”
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
身
体
障
が

い・知
的
障
が
い・精
神
障
が
い・

難
病
な
ど
の
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。
オ
ー
ル
ハ
ン
ズ
・
な
の
は

な
で
は
、
主
に
学
齢
期
や
青
年

期
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
に

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
目

的
は
“
大
好
き
な
電
車
に
乗
る

た
め
”、“
月
に
一
度
の
外
食
に

出
か
け
る
た
め
”
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

単
独
で
は
外
出
す
る
こ
と
が
難

し
い
方
が
ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
を

得
る
こ
と
で
、
希
望
す
る
活
動

の
一
部
を
実
現
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

と
も
に
過
ご
す
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て

オ
ー
ル
ハ
ン
ズ
・
な
の
は
な

で
は
、
30
代
か
ら
60
代
ま
で
の

男
女
の
ヘ
ル
パ
ー
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
長
く
専
業
主
婦
だ
っ

た
方
、
第
二
・
第
三
の
職
場
と

し
て
始
め
た
方
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
歴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
何
故
か
離
職
者
が
滅

多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の

あ
る
方
と
と
も
に
過
ご
し
、
心

通
う
時
間
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
、
ヘ
ル
パ
ー
の
方
が
励
ま

さ
れ
、
元
気
づ
け
て
も
ら
っ
て

い
る
よ
う
な
…
。
上
下
関
係
で

は
な
く
共
感
関
係
を
も
と
に
同

じ
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
方

と
ヘ
ル
パ
ー
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社会福祉法人　なのはな会
オールハンズ・なのはな
〒981-3121
宮城県仙台市泉区上谷刈字長命3−2
電話番号022-342-5661

お問い
合わせ先

障がい者（児）のホームヘルパーをご存じですか？
オールハンズ・なのはな

ひと
まち
こころ現

在
の
業
務
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

相
談
支
援
事
業
所
で
相
談
支
援
専
門

員
の
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
住

む
障
害
者
の
方
の
日
常
生
活
全
般
の
相

談
を
受
け
た
り
、
計
画
相
談
と
い
っ
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の

各
機
関
と
の
調
整
を
行
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

や
ご
利
用
の
お
手
伝
い
、
専
門
機
関
な

ど
の
ご
紹
介
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

学
生
時
代
か
ら
人
と
関
わ
り

役
に
立
て
る
仕
事
が
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
漠
然
と
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
相

談
業
務
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
前
職
で
は
精

神
障
害
の
方
の
相
談
支
援
を
し

て
お
り
、
大
人
の
方
が
中
心
で

し
た
。
さ
ん
て
ら
す
で
は
障
害

児
（
子
ど
も
）
と
も
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
今
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
な
が
ら
新
し
い

分
野
に
も
挑
戦
で
き
る
と
思
い

就
職
し
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
を
教
え
て

く
だ
さ
い

支
援
計
画
を
作
成
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
相
談
者
の
方
の
生
活
に
今
ま
で

は
な
か
っ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
リ
が
生

ま
れ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
の
「
こ
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
と
い
う
報
告

だ
っ
た
り
、
そ
の
方
の
前
向
き
な
変
化

を
共
有
し
、
感
じ
ら
れ
た
と
き
は
嬉
し

い
で
す
。

大
変
だ
な
と
感
じ
る
場
面
は
あ
り
ま
す
か

ご
本
人
の
希
望
や
思
い
と
は
異
な
る

状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
背
景
か
ら
今
提
供
し
て
い
る

以
上
の
支
援
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
時
に
は
自
分
の
力
不
足
を

感
じ
ま
す
。
受
け
た
相
談
に
対
し
て
、

本
人
の
ご
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
多
方

面
か
ら
調
整
し
可
能
な
限
り
手
を
尽
く

し
ま
す
が
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

相
談
業
務
を
さ
れ
て
い
て
、
魅
力
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か

日
常
生
活
で
の
人
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、
相
手
の
生
活
の
場
ま
で
踏
み
こ

ん
で
お
話
を
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
相
談
支
援
の
業
務
を

し
て
い
る
と
、
ご
自
宅
に
伺
っ
た
り
、

家
族
の
中
に
入
っ
て
お
話
を
す
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
人
と
深
く
関
わ
る

分
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
分
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
し
、
密
に

関
わ
り
な
が
ら
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の

に
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
と
い
う
の

は
、
他
の
仕
事
に
は
な
い
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

�

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

このコーナーでは福祉の職場で働く
キラリ☆と光る人を紹介します

キラリ仕事人
今号では、

相談支援事業所さんてらすで
相談支援専門員・精神保健福祉士

として働く
村田尚貴（むらたなおき）さん
にお話を伺いました！

▲おひとりで悩まずご連絡ください！

福祉のサービスの紹介や利用の調整など、生活全般におけるさまざ
まな相談支援を行なっています。相談によってお悩みが少しでも緩和
され、前向きな療育や支援を受けることができるよう、いろいろな経
験をもったスタッフが相談にあたります。

〔お問い合わせ先〕
〒989-2459
宮城県岩沼市たけくま2丁目22-10
電話番号　0223-29-4587

特定非営利活動法人ひよこ会
岩沼市指定障害児相談支援事業所　指定特定相談支援事業所　さんてらす

▲外の空気は気持ちいいですね

▲電車に揺られて目的地はどこかな？
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ちいきを

み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
防
災
活
動
、
福
祉
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
ま
す

なつ
ぐ2

0
1
1
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
の
地

域
社
会
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
学
生
、
教
職
員
、
地
域
住

民
な
ど
多
く
の
人
が
集
う
大
学
に

は
、
復
旧
・
復
興
を
支
え
る
地
域

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
年
が
経
過

し
た
現
在
、
東
北
学
院
大
学
に
は
、

大
規
模
災
害
後
の
地
域
住
民
の
暮

ら
し
に
、
い
か
に
関
わ
る
べ
き
か

を
学
生
が
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

く
動
き
が
現
れ
て
い
ま
す
。
今
号

で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
継

続
的
に
活
動
し
て
い
る
東
北
学
院

大
学
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
践
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

大
学
に
設
置
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

東
北
学
院
大
学
に
設
置
し
た
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
継
続

し
て
被
災
地
域
を
中
心
に
復
旧
・
復

興
活
動
を
進
め
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
で
す
。
発
災
直
後
か
ら
学
生

が
率
先
し
て
行
動
を
起
こ
し
、
学
内

の
避
難
所
運
営
サ
ポ
ー
ト
や
自
主
的

な
安
否
確
認
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
沿
岸
部
の
復
旧
活
動
を
行
い
ま
し

た
。「
学
生
の
自
主
性
や
行
動
力
に

驚
か
さ
れ
た
」
と
話
す
の
は
、
東
北

学
院
大
学
地
域
共
生
推
進
課
職
員
で

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る
其
田 

雅
美

（
そ
の
だ 

ま
さ
み
）
さ
ん
で
す
。
大

学
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
設
置
す

る
構
想
は
震
災
前
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
震
災
を
経
験
し
た
学
生
の
想
い

や
行
動
力
が
学
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
の
創
立
を
後
押
し
す
る
力
に
な
り

ま
し
た
。
震
災
を
機
に
東
北
学
院
大

学
は
「
被
災
地
域
内
に
あ
る
大
学
」

と
し
て
多
様
な
組
織
と
の
連
携
や
、

他
大
学
か
ら

の
復
旧
・
復

興
活
動
を
中

継
し
て
支
援

を
求
め
る
場

へ
と
繋
げ
る

拠
点
の
役
割

を
担
い
、
活

動
を
続
け
て

い
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
け
る
大
学
の
役
割

震
災
か
ら
８
年
、
現
在
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は「
被

災
地
域
で
何
か
役
に
立
ち
た
い
」

と
い
う
学
生
の
想
い
と
、
時
間
の

経
過
と
共
に
変
化
す
る
地
域
の
状

況
に
対
応
し
続
け
て
い
ま
す
。「
災

害
と
関
わ
る
事
は
、
地
域
社
会
の

脆
弱
性
と
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ

り
、
そ
の
経
験
は
学
生
の
糧
に
な

る
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
学

が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
社

会
資
源
だ
」
と
其
田
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
学
生
に
対
し
て
も
、
多
様

な
活
動
を
通
し
て
「
災
害
」
と
関

わ
っ
て
い
く
一
方
、
日
常
的
な
活

動
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
働

き
か
け
て
お
り
、
将
来
の
地
域
づ

く
り
を
担
う
人
材
と
し
て
成
長
を

促
し
て
い
ま
す
。
時
間
と
共
に
地

域
が
変
化
す
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
地
元
の
復
興
に
関
わ
り

な
が
ら
活
動
や
繋
が
り
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
、
地
域
に
根
ざ
す

大
学
の
役
割
で
は
な
い
か
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

（
宮
城
県

社
協
取
材
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
続
く
、

東
北
学
院
大
学
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践

　※宮城県社会福祉協議会より指定を受けた市町村社会福祉協議会が中心となり、福祉と教育を通じて子どもと地域住民
が日常的にかかわれる場を作り、さまざまな活動を通して子どもと大人がともに学びあい、自分が生まれ育った地域に根
付いた「福祉のまちづくり」を目指すことを目的とする事業。

　大郷町社会福祉協議会（以下「社協」）では、平成28年度から宮城県社
会福祉協議会の３ヶ年指定を受け、（※）地域指定福祉教育推進事業に取組
んでいます。この事業は、福祉の学びを通じて住民が主体的に自分の地域
の課題に取り組むことを目的としています。取組みから３年目をむかえ、
幅広い世代が参加して交流しながら学び合える場「おおさとまちカフェよ
ってがいん（方言で「寄って行って」を意味する）」が完成しました。

さ
て
、
何
か
ら
始
め
よ
う
…

住
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
を
見
つ
け
、

そ
の
解
決
策
を
考
え
事
業
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
住
民
の
み
で
構
成
さ
れ
た

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
従
来
の
福
祉

学
習
は
、
社
協
が
用
意
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
だ
っ
た
た
め
、

地
域
住
民
は
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の

か
、
生
み
出
す
こ
と
の
苦
し
み
に
ぶ
つ
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
委
員
会
で
は
皆
さ
ん

が
思
う
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
や
悪
い
と
こ

ろ
、
今
後
ど
の
よ
う
な
地
域
に
な
る
と
良

い
か
と
い
う
意
見
を
出
し
合
う
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
繰
り
返
し
行
な
い
ま
し
た
。
事

業
実
施
２
年
目
か
ら
は
、
委
員
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
で
も
っ
と
し
た
い
こ
と
、
あ
る
と
い
い

も
の
な
ど
の
話
が
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
お
さ
と
ま
ち
カ
フ
ェ
誕
生
！

大
郷
町
で
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
の

変
化
な
ど
か
ら
、
以
前
は
あ
っ
た
地
域
の

中
で
の
居
場
所
が
減
少
し
、
何
か
目
的
が

な
け
れ
ば
住
民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
な
い

よ
う
な
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
現
状

か
ら
、
住
民
同
士
が
気
軽
に
つ
な
が
る
場
・

集
え
る
場
が
あ
れ
ば
と
考
え
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
２
年
目
の
秋
に
「
お
お
さ
と
ま

ち
カ
フ
ェ　

よ
っ
て
が
い
ん
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
地
域
の
文
化
・
自
然
な
ど
を
伝

え
る
場
・
誰
も
が
楽
し
め
る
場
を
作
り
た

い
と
い
う
意
見
か
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
話

が
出
来
る
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
・
世
代
を
越

え
て
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
地
域
住

民
が
先
生
と
な
っ
て
地
域
の
魅
力
を
次
世

代
に
伝
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
複

数
の
交
流
の
場
を
用
意
。
子
ど
も
も
大
人

も
楽
し
く
学
び
合
い
、
い
き
い
き
と
交
流

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
お
お
さ
と
ま
ち

カ
フ
ェ
に
参
加
さ
れ
た
住
民
の
方
々
か
ら

は
、「
幅
広
い
世
代
の
人
が
集
ま
っ
て
話
が

で
き
て
良
か
っ
た
」「
興
味
の
あ
る
も
の
は

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
中
で
み
ん
な
が
繋
が

れ
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
り
か
ら
助
け
合
い
へ

「『
よ
っ
て
が
い
ん
』
か
ら
多
く
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
新

し
い
取
組
み
に
繋
が
る
と
良
い
と
思
う
。

住
民
同
士
が
自
分
た
ち
で
声
を
掛
け
て
自

然
に
助
け
合
い
の
で
き
る
地
域
に
な
っ
て

ほ
し
い
」
と
大
郷
町
へ
の
思
い
を
話
し
て

く
れ
た
福
祉
活
動
専
門
員 

伊
藤
美
保
さ

ん
。
今
回
の
取
組
み
の
よ
う
に
地
域
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
考
え
た
実
践
の
積
み
重

ね
が
、
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
大
郷
町
へ
の
思
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
み

ん
な
が
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
展
開
し

て
い
く
大
郷
町
社
協
の
取
組
み
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
社
協
取
材
）

市町村社協

レポート
未来へ発信！つながるつたえるまちづくり

～大郷町社会福祉協議会　住民とともに築き上げた居場所づくりの取組み～

▲幅広い世代の方々がお茶を飲みながら交流している様子。

▲気仙沼市での仮設交流会の様子

▲七ヶ浜での交流会の様子

▲運営委員会の様子。地域への思いがたくさん出てきました。

大郷町

大郷町社会福祉協議会

人口／ 8,126 人
　　（平成３０年１２月末日現在）
社協職員数／２６人

「誰もが心から笑える、元気
で素敵な街」を目指して、
男の料理教室や一人暮らし
高齢者支援、ボランティア活動支援などを始めと
した地域福祉事業の他、地域包括支援センターの
運営などを展開しています。

▲山元町で行われたマルシェの運営支援の様子
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みやぎ いきいきシニアだより

宮
城
県
社
協
が
開
催
し
た
「
第
26
回
宮

城
シ
ニ
ア
美
術
展
」洋
画
部
門
に
お
い
て
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
橋
浦
忠
志
さ
ん

（
仙
台
市
太
白
区
在
住
・
75
歳
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

橋
浦
さ
ん
は
定
年
退
職
後
、
何
か
没
頭

で
き
る
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
い
立
ち
、

以
前
か
ら
絵
が
好
き
で
各
地
の
美
術
館
や

美
術
展
を
見
て
回
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

洋
画
を
本
格
的
に
始
め
る
た
め
教
室
に
通

い
基
礎
か
ら
習
っ
た
そ
う
で
す
。

作
品
は
年
に
数
点
描
い
て
お
り
、
蔵
王

連
峰
、
名
取
川
北
側
の
景
色
や
定
義
山
な

ど
が
画
材
と
し
て
気
に
入
り
、
題
材
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
絵
は
描
い
て
み
な
い

と
そ
の
雰
囲
気
が
出
せ
る
か
わ
か
ら
ず
、

色
は
一
色
で
全
体
が
変
わ
る
た
め
描
い
て

い
る
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
変
化
し
、
ま
た
洋

画
は
絵
具
が
乾
い
て
は
描
き
、
削
る
こ
と

を
繰
り
返
す
の
で
出
来
上
が
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

橋
浦
さ
ん
は
「
自
分
で
は
上
手
く
描
け

た
と
思
い
美
術
展
な
ど
に
出
展
す
る
が
、

皆
さ
ん
の
作
品
に
交
じ
る
と
皆
さ
ん
は
素

晴
し
い
と
感
心
す
る
。
周
り
と
比
較
し
て

わ
か
り
、
次
へ
の
反
省
に
な
る
。
描
く
こ

と
は
技
術
的
な
も
の
以
外
に
も
多
く
の
こ

と
が
身
に
つ
き
、
人
間
そ
の
も
の
が
出
て

く
る
。
若
い
方
の
絵
を
見
て
い
る
と
、
自

分
に
描
け
る
の
か
描
い
て
み
る
気
が
湧
い

て
く
る
の
で
、
健
康
な
う
ち
は
描
き
続
け

た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

橋
浦
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
ま
し
た
が
、
以
前
住
ん
で
い
た
閖
上
地

区
で
つ
く
っ
た
写
友
会
に
所
属
し
て
お
り

「
仲
間
と
集
ま
っ
て
撮
影
や
話
を
す
る
の

が
楽
し
い
。
シ
ニ
ア
美
術
展
は
数
年
前
に

知
っ
て
出
展
し
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
に
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
と

思
う
。
出
展
す
る
こ
と
は
励
み
に
な
る
の

で
続
け
て
い
き
た
い
」
と
に
こ
や
か
に
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
色
で
変
化
し
て
い
く
絵
に

魅
了
さ
れ
情
熱
が
湧
く

▲橋浦さんと作成中の作品

いま
の
宮城復興

▲今年1月のサロン会新年会。
　地元レストランの美味しい食事を楽

しみながら過ごしました。

き
っ
か
け
は
震
災
移
住
者
の
声

平
成
25
年
８
月
の
公
営
住
宅
入
居
か

ら
半
年
が
経
っ
た
頃
、
社
協
若
柳
支
所

職
員
の
髙
橋
由
利
さ
ん
は
、「
知
り
合
い

を
作
り
た
い
の
で
、
地
区
の
お
茶
会
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
地
域
と
の
交

流
を
望
む
被
災
者
の
声
を
耳
に
し
ま
し

た
。「
当
時
そ
の
地
区
に
サ
ロ
ン
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
被
災
者
が
地

域
に
馴
染
む
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考

え
、
震
災
移
住
者
と
の
交
流
会
を
地
区

の
役
員
や
民
生
委
員
に
相
談
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
」。

平
成
26
年
２
月
、
地
元
上か
ん
ま
ち町

地
区
の

協
力
で
開
催
し
た
初
め
て
の
震
災
移
住

者
サ
ロ
ン
会
（
以
下
「
サ
ロ
ン
会
」
と
い

う
）
は
、
行
政
区
長
、
区
長
代
理
、
民

生
委
員
と
入
居
者
と
の
顔
合
わ
せ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
お
茶
っ
こ
と

民
生
委
員
に
よ
る
脳
ト
レ
、
時
に
は
参

加
者
が
日
頃
の
感
謝
を
と
腕
を
ふ
る
っ

た
鍋
の
会
、
若
柳
巡
り
ツ
ア
ー
な
ど
企

画
を
交
え
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

地
区
社
協
の
設
立

「
回
を
重
ね
参
加
者
が
少
し
ず
つ
仲
間

入
り
で
き
て
い
く
の
を
見
て
、
交
流
の
大

事
さ
と
サ
ロ
ン

の
役
割
を
認
識

し
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
た

の
は
、
サ
ロ
ン

会
に
初
回
か
ら

欠
か
さ
ず
参
加

し
て
い
る
上
町

区
長
の
松
本
さ

ん
で
す
。
サ
ロ

ン
会
を
契
機
に
地
区
活
動
の
機
運
が
高
ま

り
、
平
成
26
年
８
月
に
区
長
や
民
生
委
員

が
中
心
と
な
り
上
町
地
区
社
協
が
設
立
さ

れ
、
そ
の
活
動
に
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
地

域
を
盛
り
立
て
よ
う
と
い
う
住
民
と
、“
地

区
社
協(

小
地
域
活
動)

の
推
進
”
を
目
指

し
地
区
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
て
き
た

社
協
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

被
災
者
か
ら
地
域
の
住
民
へ

地
区
社
協
で
は
、
お
茶
っ
こ
会
や
健

康
教
室
な
ど
地
域
の
高
齢
者
が
元
気
で

過
ご
せ
る
行
事
の
ほ
か
、
夏
休
み
は
子

ど
も
会
と
の
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、

活
動
が
広
が
り
参
加
者
も
少
し
ず
つ
増

え
て
い
ま
す
。
ご
近
所
同
士
誘
い
合
い

笑
い
声
が
聞
こ
え
る
場
で
、
公
営
住
宅

か
ら
の
参
加
者
も
名
前

を
呼
び
合
い
馴
染
ん
だ

様
子
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
皆
さ
ん
に
覚
え
て

も
ら
い
た
く
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
何

か
あ
っ
た
時
に
助
け
合
え
る
の
は
近
く

の
人
で
す
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ
た
移

住
者
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

普
段
の
交
流
や
声
が
け
が

災
害
に
も
強
い
地
域
の
力
に

“
し
て
あ
げ
る
支
援
”
で
は
な
く
、
地

区
の
住
民
、
地
域
の
担
い
手
の
ひ
と
り

と
し
て
被
災
者
に
寄
り
添
い
続
け
た
５

年
間
、
す
べ
て
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
東

日
本
大
震
災
以
外
に
も
大
き
な
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
栗
原
市
に
と

っ
て
、
被
災
者
支
援
と
そ
の
発
信
は
、
震

災
体
験
の
風
化
防
止
や
防
災
意
識
の
持

続
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、
継
続
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
縁
あ
っ
て
こ
こ
に

暮
ら
す
住
民
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
住
民
皆
で
で
き
る
支
援
を
一
緒
に
考

え
、
小
さ
な
存
在
も
見
逃
さ
ず
見
守
り

続
け
た
い
、
と
栗
原
市
社
協
は
考
え
て

い
ま
す
。　
　
（
宮
城
県
社
協
取
材
）

そこにいる存在を見逃さない
～ともに歩み寄り添い続ける社協であること～

県北内陸部栗原市の「若柳上堤住宅」（10戸）は、地元若柳地区のほか県内外沿岸市
町の被災世帯が入居する災害公営住宅（以下「公営住宅」という。）です。栗原市社協
若柳支部が地区と協力し開催する震災移住者と地域住民との交流サロン。サロンをきっ
かけに地区社協が設立され、地域交流や住民主体の活動も広がっています。被災者支援
から地域づくりへ、住民とともに歩む支援の取組みを紹介します。

栗原市社会福祉協議会　若柳支部

お問合せお問合せ
社会福祉法人宮城県社会福祉協議会 TEL022－225-8476
三井住友海上火災保険株式会社 TEL022－221-3171
株式会社オンワード･マエノ TEL022－762-9915

宮城県内の福祉施設・介護事業者向けの総合補償制度

宮城県地域福祉総合補償制度

※この制度の各補償は宮城
県社会福祉協議会が保険
会社と締結した保険約款
により行います。

本制度は事故対応はもちろん、事務手続きなどのアフターフォローは全て
地元で行いますので安心です。是非ご加入をご検討ください。

（Ⅰ）福祉事業者賠償責任保険 （Ⅱ）保育施設賠償責任保険　
（Ⅲ）医療行為賠償責任保険 （Ⅳ）個人情報漏えい保険　
（Ⅴ）業務災害補償保険 （Ⅵ）サービス利用者傷害見舞金保険
（Ⅶ）送迎自動車傷害保険 （Ⅷ）日帰りサービス利用者傷害保険

★更新の時期です！ 平成31年制度への切替の時期です。早めのお手続きをお願いいたします。

地元で
安心

平成29年度新設し、ご好評いただいております
　　　◆役員賠償責任保険（社会福祉法人専用プラン）29年法施行対応版◆

▲3月はフラワーアレンジメントにさまざまな想いを込めて。
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